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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はfrizzled遺伝子ファミリーのメンバーです。このファミリーのメンバーは、Wingless型MMTV統合部位ファミリーのシグナル伝達タンパク質の受容体である7つの膜貫通ドメインタンパク質をコードしています。frizzled受容体のほとんどは、β-カテニンの標準的なシグナル伝達経路に結合しています。アレイ解析により、このイントロンを持たない遺伝子の発現は、原発性大腸癌の2症例で有意に上昇していることが示されました。[RefSeq提供、2008年7月],domain:Lys-Thr-X-X-X-Trpモチーフは、Wnt/β-カテニンシグナル伝達経路の活性化に関与しています。,domain:FZドメインはWntリガンドとの結合に関与しています。,function:Wntタンパク質の受容体。 frizzled受容体のほとんどは、β-カテニンを介した標準的なシグナル伝達経路に結合しており、この経路はdisheveledタンパク質の活性化、GSK-3キナーゼの阻害、β-カテニンの核内蓄積、そしてWnt標的遺伝子の活性化につながります。PKCとカルシウムフラックスを介した2つ目のシグナル伝達経路が、ファミリーメンバーの一部で確認されていますが、PKCはWntを介したGSK-3キナーゼの不活性化に必須であると考えられるため、これが独立した経路なのか、それとも標準的な経路に統合できるのかはまだ明らかではありません。どちらの経路もGタンパク質との相互作用を伴うようです。組織形態形成過程および／または分化組織における極性情報の伝達および細胞間伝達に関与している可能性がある。,類似性：Gタンパク質共役受容体Fz/Smoファミリーに属する。,類似性：1つのFZ（frizzled）ドメインを含む。,組織特異性：胎盤および胎児腎臓で最も高く、次いで胎児肺および脳に発現する。成人の脳では、小脳に豊富に発現し、次いで大脳皮質、延髄、脊髄に発現する。脳全体、前頭葉、側頭葉、被殻では非常に低いレベルに発現する。成人の脳、心臓、肺、骨格筋、膵臓、脾臓、前立腺では弱い発現が検出される。,
	研究分野
	WNT、WNT-T 細胞、メラニン生成、がんの経路、大腸がん、基底細胞がん
	画像データ
	

	FZD10抗体を用いたCOS7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Frizzled-10ポリクローナル抗体を用いたCOS-7細胞のウェスタンブロット解析

